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ここに顔写真（６
㎝×５㎝）をつけ
て下さい

（なるべく真正面
からでない写真
が望ましい）

（１）生活と環境負荷（１）生活と環境負荷（１）生活と環境負荷（１）生活と環境負荷
生活の中で発生する環境負荷を解析して，

ライフスタイルの面から環境負荷削減を提案

します。 高専生の生活での環境負荷高専生の生活での環境負荷高専生の生活での環境負荷高専生の生活での環境負荷

（２）社会システムと環境負荷（２）社会システムと環境負荷（２）社会システムと環境負荷（２）社会システムと環境負荷 0.0 100.0 200.0 300.0 400.0 500.0

CO2排出量（kg/月）

教員

男子（通学）

男子（寮生）

衣服等 食料品・飲料 通信 出版･印刷

交通 電力・燃料 飲食店 その他

各種の環境評価手法を用いて，環境に優し
い製品や生活と社会システムを解析して，人
間と環境が共生できるあり方を提案します。

環境と人間の共生環境と人間の共生環境と人間の共生環境と人間の共生
～環境負荷の小さい社会～～環境負荷の小さい社会～～環境負荷の小さい社会～～環境負荷の小さい社会～

専門分野：専門分野：専門分野：専門分野：環境計画，環境影響評価，排水処理，資源ﾘｻｲｸﾙ環境計画，環境影響評価，排水処理，資源ﾘｻｲｸﾙ環境計画，環境影響評価，排水処理，資源ﾘｻｲｸﾙ環境計画，環境影響評価，排水処理，資源ﾘｻｲｸﾙ

技術協力・相談分野：技術協力・相談分野：技術協力・相談分野：技術協力・相談分野：ﾗｲﾌｻｲｸﾙｱｾｽﾒﾝﾄ(LCA)，環境影響評価，
環境計画，環境マネジメント，下水・廃水処理，資源ﾘｻｲｸﾙ

連絡先連絡先連絡先連絡先 tel:0738-29-8299 e-mail:techno@wakayama-nct.ac.jp

地域に応じた資源循環システムを構築して，環境負荷の削減を目指します。

地域での廃棄物地域での廃棄物地域での廃棄物地域での廃棄物

循環利用の効果循環利用の効果循環利用の効果循環利用の効果

（３）人工構造物と環境との共生（３）人工構造物と環境との共生（３）人工構造物と環境との共生（３）人工構造物と環境との共生
ダムの環境影響の下流河畔

林の状況から観察して，豊かな

自然創造に向けた提案を目指

します。

日高川の豊かな河畔林日高川の豊かな河畔林日高川の豊かな河畔林日高川の豊かな河畔林
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単純処理 ごみ発電適用 ごみ発電＋厨芥メタン発酵適用

廃棄物処理での循環システム
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